
                      入学式を挙行しました 

                   ４月８日（月）に新入生２７６名を迎え 
第４１回入学式を挙行しました。入学式で 
は新入生を代表して，髙荒夏帆さん（船迫 
中出身）が宣誓文を読み上げ，入学への心 
構えと抱負を述べてくれました。ご多忙の 
中ご臨席賜りました皆様，ありがとうござ 

いました。今年も北高生は精一杯チャレンジしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 取 北 高 校 だ よ り 

  
平成 31年度第 1号(2019/4/18発行） 

 

名北の風 
 

 

新
入
生
宣
誓 

第
四
十
一
回
入
学
生
代
表 

 

髙
荒
夏
帆
（
船
迫
中
出
身
） 

 

名
取
北
高
等 

学
校
の
ク
ロ
マ 

ツ
に
吹
く
暖 

か
な
風
に
包 

ま
れ
、
希
望
と 

夢
に
満
ち
あ
ふ
れ
、 

今
、
私
た
ち
２
７
６
名
は
入
学
を
許
可
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
日
は
私
た
ち
の

た
め
に
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
入
学

式
を
挙
行
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

九
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
、
こ
こ
に

至
る
ま
で
に
家
族
や
先
生
方
、
地
域
の

方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝

の
意
を
示
す
と
と
も
に
自
身
の
向
上
を

図
る
た
め
、
学
習
や
部
活
動
に
、
よ
り
一

層
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
生

活
に
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

大
き
な
期
待
で
一
杯
で
す
。
先
生
方
や
先

輩
方
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
自
ら
の

目
標
へ
と
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
く
覚

悟
で
す
。
名
取
北
高
等
学
校
の
北
と
い
う

漢
字
に
は
「
上
に
向
か
う
」
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、
こ
こ
で
出

会
っ
た
２
７
６
名
の
仲
間
と
と
も
に
こ

の
校
名
に
恥
じ
ぬ 

よ
う
一
人
ひ
と
り 

責
任
を
持
っ
て
高 

校
生
活
を
送
る
こ 

と
を
こ
こ
に
宣
誓 

い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
三
十
一
年 

四
月
八
日 

ＡＩ(人工知能)に真似できない人間力の育成 ～来るべき社会への心構え～ 
                  宮城県名取北高等学校長 挽地裕之 

 人の一生にそれぞれの時節があるように，学校にも時節というものがあります。本校は 
２０１８年に創立４０周年を迎えました。産声をあげた子どもが４０歳を迎えたのと同じ 
と考えれば，創業の３０年から守成の５０年に向かう時節と考えてよいでしょう。それは 
青春の時に体験し学び取った「知識」を，次代へとつなぐ「知恵」に高める時節と言えま 
す。社会に眼を転ずれば，近い将来,ＡＩ型自動レジを備えたコンビニや自動運転する自動 
車が普及し,不足する労働力が確保されたり,手間のかかる作業が安全で確実に代行されたり 
と,私たちの生活はさらに快適になると言われています。ＡＩ(人工知能)にできることは機械に 
任せ, ＡＩには真似できないことを人間がする時代の到来と言えます。ところで<ＡＩには真似できない人
間力>とは何でしょうか。私たちはそれを真剣に考えなければなりません。ＡＩが人間の仕事を奪うと言わ
れますが,人間の能力の一部分をＡＩが代行することで新たな職種が創出されるようになるでしょう。その
時に必要となるのが<人間力>なのだと考えます。主役が常に人間であるならば,生身の人間にしかわからな
い価値があるはずです。どんなに機能的なモノでも,そこに人間的な温もりや美しさという付加価値が備わ
っていなければ,人はそのモノを手にすることはないでしょう。これからの「学び」は,自らの五感を大いに
発揮してさまざまな事柄を体験し,そこからかけがえのない言葉を紡ぎ出して「知恵」にすることが求めら
れているのです。便利な今だからこそ,直接人々が一堂に会し共に切磋琢磨しなければ得られないことがあ
る。仮想現実ではなく,現実に体験することの価値がもっともっと高く評価されるようになるでしょう。<学
校>とはまさにそれが可能な場なのだと私は考えています。生徒の皆さん，失敗を恐れず，どんなことにで
も果敢に挑戦し，充実した高校生活を本校で過ごしてください。保護者・地域の皆さん，どうか温かく生徒
たちをご支援くださいますようお願い申し上げます。(生徒や保護者が)入ってよかった，(職員が)勤めてよ
かった，(地域社会にとって)あってよかった学校となるよう努めて参りたいと思います。 

対面式を行いました 

４月９日（火）に新入生と２・３年生が初めての顔を合わせる機会として，対面式を行いました。半田耕
大生徒会長から歓迎の言葉が話され，新入生代表として加納桃（中田中出身）さんから北高生となる決意表
明が話されました。８２７名の北高生の皆さん今年も力を合わせ様々な行事に取り組んでいきましょう。 

対
面
式
新
入
生
代
表
挨
拶 

加
納 

桃
（
中
田
中
出
身
） 

 

長
い
冬 

が
終
わ 

り
、
草 

花
や
生 

き
物
た 

ち
が
元
気
に 

活
動
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ

ん
な
華
や
か
な
風
の
中
、
名
取
北
高

等
学
校
の
一
員
と
し
て
迎
え
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
、
誇
ら
し

く
思
い
ま
す
。
思
え
ば
昨
年
の
夏
、

高
校
見
学
に
お
邪
魔
し
た
私
た
ち

中
学
生
を
先
輩
方
は
気
さ
く
に
明

る
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
部
活
動
の

楽
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
学
校
生
活
に

つ
い
て
も
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
合
格
発
表
の
時
も
校
門

に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
先
輩
か
ら
い

た
だ
い
た
温
か
い
歓
迎
の
言
葉
の

お
か
げ
で
安
心
し
て
高
校
生
活
の

ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。
そ
の
節

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
温
か
い
名
取
北
高
校
の
校

風
に
私
た
ち
も
染
ま
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
来
年
に
は

頼
ら
れ
る
優
し
い
先
輩
と
な
れ
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻 

い
た
だ
き
ま 

す
よ
う
お
願 

い
い
た
し
ま 

し
て
新
入
生 

代
表
の
挨
拶 

と
い
た
し
ま 

す
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【 宮城県名取北高等学校 】 〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田 103   TEL 022-382-1261  FAX 022-384-8976 

HP https://natorikita.myswan.ed.jp/  mail  natorikita@od.myswan.ed.jp  （担当）教頭・鈴木和幸 

なとラジ市長対談番組「こんにちは！しろうです。」に出演しました 

３月２８日（木）に「なとラジ市長対談番組」「こんにちは！しろうです。」に名取市出身の新３年生２名が出
演しました。学校紹介や名取市の好きなところ，将来の名取市等について市長さんと対談しました。市長さん
を始め関係者の皆様ありがとうございました。 

「こんにちは！しろうです。」に参加して 

 岡部敦輝（３年・増田中出身） 

 最初は名取市長さんと対談すると 
いうことで緊張していましたが，実 
際にお目にかかると気さくな方で緊 
張がほぐれました。おかげでラジオ 
の収録中は楽しく話をすることがで 
きました。市長さんには名取市の好 
きなところ，名取市に対する思い等 
を質問され，改めて名取市について考 
えることができました。市長さんは本当に名取市の
ことが好きなんだということを実感しました。私
は，将来，町に緑を増やしていく仕事をしてみたい
と考えています。これを機に，名取市のボランティ
ア活動や植樹祭に参加して，名取市の自然豊かな町
づくりに貢献していきたいと思います。人生で初め
ての体験でしたが，有意義な時間を過ごせたと感じ
ています。この経験を今後の生活に生かしていける
よう取り組んでいきます。  

「こんにちは！しろうです。」に参加して 

髙橋大智（３年・名取二中出身） 

 名取市出身の生徒の代表として選 

ばれ，また，初めての経験というこ 

ともありとても緊張しました。言い 

たいことを言えるかどうか不安で 

いっぱいでしたが，市長さんにその 

場の雰囲気を和ませていただいたこと 

もありリラックスをしてお話しすることができま

した。市長さんとの対談では，名取市の住みやすさ

を再確認することができました。このような経験は

中々できることではないので，とても誇りに思いま

す。この経験を生かして，名取市のよいところを知

らない人たちに伝えていきたいと考えています。貴

重な機会を与えていただきありがとうございまし

た。 

華道部名取市役所展示会に参加して 

３月２５日（月）～２８日（木）に華道部が名取市役所で展示会を行い，日頃の活動の成 
果を発表しました。ご観覧いただきました皆様ありがとうございました。 

名取市役所に展示して  大友真波（３年・名取一中出身） 

 名取市役所の展示会では，今年も多くの方が見に来てください 
ました。華道部員全員がそれぞれ個性を活かし一生懸命花を生け 
ていました。普段とは違う形で花を生けることや，使用したこと 
のない花器に挑戦したりもしました。新しい方法を学ぶことがで 
きて，また一つ成長できたと感じています。これからも様々な花型に 
挑戦し，多くの人に感動を与えることができるように頑張って取り組んでいきた 
いと考えています。お出でいただいた皆様ありがとうございました。 

 

今
月
は
、
名
取
市
増
田
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長
の
久
保
允
様
（
本
校
二

十
三
回
生
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
久
保
様
は
岩
手
県
釜
石
市

の
ご
出
身
で
、
小
学
五
年
生
か
ら
、
名
取
市
で
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
卒
業
後
は
小
学
校
の
教
員
を
志
し
、
盛
岡
大
学
で
児
童
教
育
を
学

ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
館
で
の
お
仕
事
に
就
か
れ
て
い
ま
す
。 

名
取
市
増
田
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長 

 

久
保 

允 

様 

Ｑ 

高
校
時
代
の
思
い
出
は 

Ａ 

３
年
間
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
チ
ー
ム 

と
し
て
仲
間
と
協
力
す
る
喜
び
や
楽
し
さ
を 

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
２
年
生
の
後
半
か
ら
は 

生
徒
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
会 

活
動
の
中
で
生
徒
の
代
表
と
し
て
取
り
組
み
を 

進
め
て
い
く
難
し
さ
や
人
前
で
話
を
す
る
面
白
さ
を
経
験
し
ま
し
た
。 

Ｑ 

現
在
の
お
仕
事
の
魅
力
は 

Ａ 

児
童
館
は
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の

経
験
や
、
様
々
な
思
い
を
感
じ
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
す
。
そ
の
一
瞬
一
瞬
に
寄
り
添
い
、
一
緒
に
過
ご
し
て
い
く
中

で
子
ど
も
た
ち
の
「
う
れ
し
い
！
」「
楽
し
い
！
」
を
一
緒
に
感
じ
、
分

か
ち
合
え
る
。
そ
の
瞬
間
が
私
た
ち
児
童
厚
生
員
に
と
っ
て
の
喜
び
、

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。 

Ｑ 

本
校
生
徒
の
印
象
は
？ 

Ａ 

奉
仕
活
動
部
の
皆
さ
ん
が
児
童
セ
ン
タ
ー
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

来
て
く
れ
ま
す
。
い
つ
も
誠
実
に
、
優
し
く
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
姿

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

若
者
に
期
待
す
る
こ
と
は
？ 

Ａ 

私
は
学
生
時
代
に
「
今
の
自
分
が
一
番
楽
し
い
！
輝
い
て
い

る
！
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
た
今
も
、
も
っ
と
輝
い
て

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
大
人
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
大
人
の
姿
を
見
せ
る

こ
と
が
私
た
ち
大
人
の
大
切
な
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
人
に
な

る
っ
て
楽
し
い
で
す
よ
。
今
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
、
素
敵
な
大
人
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

Ｑ 

Ｏ
Ｂ
と
し
て
北
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

Ａ 

私
は
小
学
校
の
教
員
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
児
童
教
育
を
学

ん
で
い
た
こ
と
に
よ
り
、
今
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
高
校
生
活
で
の
部
活
・
生
徒
会
で
の
経
験
が
今
、
確
実
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
思
い
通
り
の
未
来
だ
け
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
自
分
が
経
験
し
て
き
た
も
の
、
身
に
付
け
て
き
た
こ
と
は
必
ず
意

味
が
あ
り
ま
す
。
経
験
に
無
駄
な
こ
と
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
出
会
う
出
来

事
、
人
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
素
敵
な
出
会
い
や
出

来
事
が
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

mailto:httpｓ://natorikita.myswan.eｄ.jp
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